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九州電力が 6 月 22 日に公表しておりますとおり、大規模な電源脱落など、不測の事態により

需給ひっ迫が予想され、需給両面の対策を行ってもなお、供給力不足が改善されない場合の大規

模停電を避けるため、「計画停電」の準備がなされております。（期間は 7 月 2 日～9 月 7 日の

平日ですが、あくまで原則は不実施です。離島と川内原発周辺 30km 圏内は対象外です。） 
日本医師会を通じ、国・電力会社には全医療機関への通電確保を要望しておりましたが、結果

として、救命救急センターや周産期母子医療センター、災害拠点病院、二次救急医療機関、救急

告示医療機関などが対象となりました。引き続き、要望は続けて参りますが、通電対象から外れ

ている医療機関におかれましては、万が一に備え、対策をお願い申し上げます。 
なお、昨春に東電管内で実施された計画停電に伴い医療機関で発生した問題等の事例を日本医

師会・日医総研がまとめた冊子を昨日、各施設 2 部ずつ送付しておりますので、今後の対策の参

考にして頂ければ幸いです。 
また、厚労省が、6 月 22 日付・事務連絡で「計画停電が実施された場合の医療機関等の対応」

について周知喚起を行っておりますので、以下に概要を掲載します。 
事例集や厚労省事務連絡を含め、電力対策関係の資料は、県医師会ホームページに緊急情報と

して「今夏の電力需給対策に関する情報」を掲載しておりますので、ご参照ください。 

 
１．計画停電の実施について 

 計画停電の１回の停電時間は２時間程度です。各停電時間帯は、電力会社が公表している計画

停電の月間カレンダー、グループ割り・サブグループ割りで確認することができます。 
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 医療機関、訪問看護ステーション等におきましては、月間カレンダーを確認のうえ、日頃

から計画停電に関する政府からの発表等にご注意いただき、需給がひっ迫する可能性のある

時間帯には、あらかじめ計画的な日程を組み、可能な限り人工透析や手術等を避けるなどの

対応をお願いいたします。 

２．計画停電等に備えた事前の対応について 

万が一、計画停電が実施された場合等に備え、医療機関、訪問看護ステーション等におきまし

ては、改めて下記の取組の徹底をお願いいたします。 

（1）自家発電装置を有する医療機関において

は、装置の点検や燃料の確保を行うこと。 
（2）医療機関においては、医療機器製造販売

業者と連携し、停電時における医療機器等の

取扱い方法を前もって確認し、停電解消時に

速やかに復旧できるよう対応すること。 
また、計画停電により、水道や都市ガスが

止まるおそれがあるので、計画停電時におけ

る水道や都市ガスの状況については、契約の

水道局やガス会社等に確認するとともに、止

まる恐れがある場合は、十分な貯水をする、

代替燃料を確保する等、対応を確認しておく

こと。 
（3）在宅医療機器を使用している患者を担当

する医療機関及び訪問看護ステーションに

おいては、医療機器製造販売業者と十分に連

携しつつ、適宜以下に例示する取組を行い、

患者の生命に危険が及ばぬよう万全を期す

こと。 
① 担当する在宅療養患者について、以下の点

に係る注意喚起や確認を行うこと。 
・人工呼吸器を恒常的に使用する患者に対する

人工呼吸器の内蔵バッテリーの有無と持続

時間・作動の再確認、外部バッテリーの準備

及び事前の充電・酸素濃縮装置を在宅で使用

している患者に対する必要な酸素ボンベが

配布されているかの再確認、酸素ボンベの使

用方法の再確認 
・停電等電源異常時のアラームが正しく作動す

るかの再確認 
② ①の確認を実施した上で、必要な場合には、

患者の状態を踏まえた適切な在宅医療機器

への切替え等の対応を行うこと。 
③ 必要に応じて、連携する医療機関と相談の

うえ、停電時における外来での電源の確保や、

一時入院などの対応について確認しておく

こと。 
④ 担当する在宅療養患者と緊急時連絡体制を

再確認するとともに、停電の際の対応につい

て、事前に相談しておくこと。 
⑤ 担当する在宅療養患者に対し、緊急時の連

絡先として、各患者が使用している医療機器

製造販売業者の相談窓口、道府県並びに国立

病院機構等の緊急相談窓口等について周知

すること。 
⑥ 計画停電により、水道等が止まるおそれが

あるので、在宅人工透析を行う患者等の対応

を確認すること。 
 
【各種相談窓口】 

計画停電に関する問合せ：九州電力コールセンター Tel 0120-187-333 (もしくは、最寄りの営業所) 
在宅人工呼吸器等を取扱う医療機器製造販売業者： 
 アイ･エム･アイ(株) 048-988-4411 ・ アコマ医科工業株式会社(お客様窓口) 03-3811-4151 
オリジン医科工業(株)(サポートセンター) 03-5803-2535 
コヴィディエンジャパン株式会社 03-5717-1440 
(株)佐多商会(ホームケア製品部)  03-5762-7256 ・ チェスト(株) 0120-505-553 
帝人ファーマ(株) 03-3506-4796 ・ フィリップス･レスピロニクス合同会社 0120-633-881 
フクダ電子(株)(お客様窓口) 03-5802-6600 

計画停電時の人工呼吸器等を使用する在宅療養患者への相談窓口： 

鹿児島県保健医療福祉課：Tel 099-286-2707、286-2000 (土日・祝祭日を除く、8:30～17:15) 
国立病院機構指宿病院企画課：Tel 0993-22-2231 (土日・祝祭日を除く、8:30～17:15) 
      南九州病院医事：Tel 0995-62-2121 (土日・祝祭日を除く、8:30～17:15) 


